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寺阪昭信先生（1939-2022）の略歴とおもな業績 
 

 

略歴 

1939年 徳島県生まれ 

1966年 京都大学大学院文学研究科修士課程修了 

1968年 京都大学大学院文学研究科博士課程中退，埼玉大学教養学部助手 

1970年 埼玉大学教養学部講師（のち助教授） 

1977年 東京都立大学理学部地理学科助教授 

1987年 流通経済大学経済学部教授 

2011年 流通経済大学名誉教授 

2022年 逝去，享年 82歳 

 

学会における主な役職 

1979-1990年 経済地理学会幹事（1985-1987年：代表幹事） 

1982-1997年 人文地理学会協議員 

1991-1999年 経済地理学会評議員 

2002-2003年 経済地理学会関東支部長 

2002-2003年 人文地理学会協議員 

2004-2005年 人文地理学会監査 

2018年～  経済地理学会名誉会員 

 

おもな業績 
著書（編著・監訳書） 
1979 （北村嘉行共編著）『流通・情報の地域構造 日本の地域構造 第 4巻』大明堂 

1986 （寺阪昭信監訳）K.R.コックス・R.G.ゴレッジ編『空間と行動論』地人書房 

1988 （朝野洋一・北村嘉行共編著）『地域の概念と地域構造（日本の地域構造 第 1巻』大明堂 

1989 （北村嘉行・富田和暁共編）『情報化社会の地域構造』大明堂 

1994 『イスラム都市の変容―アンカラの都市発達と地域構造―』古今書院 

2003 （平岡昭利・元木靖共編）『関東Ⅰ 地図で読む百年 東京・神奈川・千葉』古今書院 

2003 （平岡昭利・元木靖共編）『関東Ⅱ 地図で読む百年 埼玉・茨城・栃木・群馬』古今書院 

2009 『大学テキスト 観光地理学―世界と日本の都市と観光―』古今書院 

2013 （伊東理共編）『図説 アジア・オセアニアの都市と観光』古今書院 

 

分担執筆・翻訳 

1969 （末尾至行・青木伸好・野沢秀樹共訳）ジュルジュ他著『行動の科学としての地理学』大明堂. 

1971 都市＝農村関係の変化について．織田武雄先生退官記念事業会編『人文地理学論叢』柳原書店，65-75． 

1976 地理学の新しい説明－確率（解題），L.カリー著「偶然と景観」（邦訳）．野間三郎訳編『空間の理論―地理科学のフ

ロンティア』古今書院，146-148, 149-164． 

1977 第 6章 人口．経済地理学会編『経済地理学の成果と課題 第Ⅱ集』大明堂，228-241． 

1984 第 9章 地理教育 第 2節 大学．経済地理学会編『経済地理学の成果と課題 第Ⅲ集』大明堂，231-233． 

1986 東京のイメージマップ．水津一朗先生退官記念事業会編『人文地理学の視圏』大明堂，779-789． 

1989 トルコの集落立地．末尾至行編『トルコの水と社会』大明堂，181-201． 

1992 第 4 章 第 3 次産業の変化と地域構造 第 1 節 サービス化・情報化の時代，第 6 章 経済地理学の海外研究 第

1節 専門的地域研究の増加．経済地理学会編『経済地理学の成果と課題 第Ⅳ集』大明堂，121-123, 222-224． 

1999 ツーリズムから見た世界都市パリ．成田孝三編『大都市圏研究（下）』大明堂，47-69． 

2009 共和国の中央に造られた首都アンカラ―オスマン朝の香りがない共和国の首都―．阿部和俊編『都市の景観地理―

大陸ヨーロッパ編―』古今書院，100-109． 

2010 第 7章 海外地域研究 第 4節 中東．経済地理学会編『経済地理学の成果と課題 第Ⅶ集』大明堂，192-194． 

2011 1960年代からの都市地理学との係わり．阿部和俊編『日本の都市地理学 50年』古今書院，87-96． 

 

学校用教科書 

1981 （石川栄吉・朝野洋一・堀信行・田村俊和共編）『最新高等地図』（高等学校社会科用教科書）秀文出版 
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論文 

1968 人口移動の空間構造．人文地理, 20(5): 516-543． 

1969 応用地理学と行動地理学をめぐる若干の問題．埼玉大学紀要（埼玉大学教養学部編），5: 65-71． 

1973 馬鈴しょ澱粉工業の近代化 : 北海道における合理化澱粉工場の建設をめぐる諸問題．経済地理学年報, 19(2): 75-88． 

1976 （中村和郎・梶川勇作共著）新しい地理学への道．人文地理, 28: 508-531． 

1977 （阿部年晴・佐藤敬三・高山 巌共著）E. Laszloの “The World System” をめぐって―社会科学方法論演習を終えて―．

埼玉大学紀要（埼玉大学教養学部編），12: 137-156．(第 4節「空間の縮小と国家のつながり」154-156) 

1978 大学生の世界像―その 1 地名と地図．理論地理学ノート, 1: 24-29． 

1983 環境パーセプションと冷害研究．理論地理学ノート, 3: 1-3． 

1987 北海道における農民の水稲品種の選択について．理論地理学ノート, 5: 59-66． 

1987 Some Aspect of Urbanization in Turkey. Geographical Reports of Tokyo Metropolitan University, 22: 25-39. 

1988 (with Yoshiki WAKABAYASHI, Itsuki NAKABAYASHI, and Kazutoshi ABE) The Transformation of Regional Systems in an 

Information-oriented Society. Geographical review of Japan, Series B, 61: 159-173. 

1988 首都圏における小売商業の空間構造．流通經濟大學論集, 22 (4): 1-8． 

1988 Spatial structure of retail trade in Tokyo. B. MERENNE-SCHOUMAKER ed., Le commerce de détail face aux mutations actuelles. 

Liège, Université de Liège, SEGEFA: 241–251. 

1989 商業地理の国際比較--商業地理ワーキング・グループの活動から．地理, 34(1): 44-48． 

1989 商業地理学の国際的な研究動向の比較．流通經濟大學論集, 23(3/4): 63-68． 

1990 情報化社会における経済地理学の課題．経済地理学年報, 36(1): 1-11． 

1990 商業都市アレッポ．流通經濟大學論集, 24(3/4): 1-10． 

1990 牛乳の生産と流通．流通問題研究, 15: 1-23． 

1992 アンカラの都市発達と都市構造 1．流通經濟大學論集, 26(3): 1-17． 

1997 日本人のトルコへのイメージ．流通經濟大學論集, 31(3): 93-99． 

1997 都市商業と都市ツーリズム．商学論纂（中央大学商学研究会編），38(4): 199-218．  

1998 トルコの観光資源とアンタリヤの街並み保存．流通經濟大學論集, 32(4): 25-33． 

1998 トルコをめぐる調査の現状と課題．地誌研年報, 7: 11-26． 

1998 （松村嘉久・山本健兒共著）トルコヘの国際ツーリズムの発達とアンタリヤのペンション群．経済志林（法政大学），

65(4): 39-94． 

1998 Development of new store types: the role of convenience stores in Japan. GeoJournal, 45: 317-325. 

2002 火災保険図によるイスタンブル商業地域の景観変遷．西南アジア研究（京都大学），56: 22-44． 

2002 フランス都心の商業施設，歩行者専用道路，駐車場，トラム : 中心商業地の活性化のための諸施設．流通經濟大學

論集, 37(2): 1-17． 

2003 スポーツと都市 1 : ヨーロッパのワールドカップ開催都市．流通經濟大學論集, 38(1): 47-58． 

2004 都市地理学の一局面―W．クリスタラーの受容と中心地研究を通しての故渡辺良雄先生の先駆的業績の成立と継承

―．理論地理学ノート, 14: 1-4． 

2004 スポーツと都市 2 : ワールドカップ開催都市と競技場．流通經濟大學論集, 38 (3): 35-45． 

2004 スポーツと都市 3 : ドイツ，イタリア，スペイン諸都市のサッカー競技場：流通經濟大學論集, 38(4): 21-38． 

2004 都市商業の都心, 駅前, 郊外間の競争 : 1. 東日本の県庁所在都市を例に．流通經濟大學論集, 39(1): 33-48． 

2004 Recent trends in central shopping areas of Japanese major cities. S. LESTRADE ed., Commerce et requalification des territoires 

sensibles. Les nouvelles dynamiques commerciales en milieu urbain et rural (Actes du colloque de Limoges), Créteil, Université de 

Paris 12, CERAC : 65–74. 

2004 The time factor in the impact of convenience stores. J.-P. BONDUE ed. Temps des courses. Course des temps. Lille, Université de 

Lille 1 : 55–67. 

2005 都市と百貨店 : 世界の主要都市におけるその地位と立地の比較．流通經濟大學論集, 39(3): 17-35． 

2005 フランスにおける景観保存政策の展開と現状 : パリ・マレ地区の考察を中心に．流通經濟大學論集, 39(4): 59-77． 

2005 観光地域の商業構造について : パリ・マレ地区の事例．流通經濟大學論集, 40(1): 17-29． 

2005 都市ツーリズムと博物館 : ヨーロッパと日本の比較．流通経済大学社会学部論叢, 16(1): 47-67． 

2006 サッカーと地域の結びつき 1 : ドイツを中心として．流通經濟大學論集, 41(1): 31-46． 

2007 世界都市ドバイ．都市地理学, 2: 66-74． 

2008 サッカー選手の移籍から見た国際関係 : ヨーロッパを中心に．流通經濟大學論集, 42(3): 1(271)-13(283)． 

2008 サッカー選手の移籍から見た国際関係・補遺(アフリカ編)．流通經濟大學論集, 43(1): 19(019)-24 (024)． 

 

調査報告書・シンポジウム記録等 
1985 City and Village in Turkey. Yoshiyuki SUEO ed. The Utilization of Water and Water Power in Turkey. Kansai University, 199-228. 

1988 （北村嘉行・富田和暁共著）1987年度秋季学術大会シンポジウム 情報化社会における地域システムの変容．地理学
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評論, 61(3): 273-280． 

1989 Geographical Views in the Middle Eastern Cities; I Turkey. Ryutsu Keizai University, 91p. 

1990 (with Masanori NAITO eds.) Geographical Views in the Middle Eastern Cities; II Syria. Ryutsu Keizai University, 107p. 

1992 (with Itsuki NAKABAYASHI eds.): Geographical Views in the Middle Eastern Cities; III Ankara. Ryutsu Keizai University, 132p. 

1994 (with Shigeo TAKAHASHI eds.) Comparative Study on Retail Trade Tradition and Innovation; Proceedings of IGU commission 

on the Geography of Commercial Activities meeting in Tokyo and Kobe JAPAN 1993. Ryutsu Keizai University, 234p. 

1998 (with Toshio MIZUUCHI eds.) Geographical Views in the Middle Eastern Cities; IV Migration & Ankara Part 2. Ryutsu Keizai 

University, 135p. 

1998 （中林一樹・竹内裕一・高田滋・野池武海共著）大都市密集市街地の課題と再生 : 1997年度地域大会 (東京) から．

経済地理学年報, 44 (1): 58-64． 

2001 寺阪昭信：山田晴通:地域メディア論からみた「地域」の再構成（人文地理学会特別研究発表 座長記録）．人文地理, 

53(1): 80-83． 

 

その他 
1988 海外調査と地図(近況・随筆)．お茶の水地理, 29: 100-100． 

1992 トルコにおける女性の活動(近況・随筆)．お茶の水地理, 33: 141． 

1992 グレコ会と野間先生（野間三郎先生追悼文集）．理論地理学ノート, 8: 137-138． 

1998 中心市街地再生に向けて―フランスの現場から―(1)-(5)．日経流通新聞，1998年 10月 15/22/29/日・12月 5/12日号． 

2005 アメリカ・ヨーロッパの都市ツーリズム．国際文化研修（全国市町村国際文化研修所），46: 22-29． 

2009 青木伸好君との長くて短いつきあい．地域と環境（「地域と環境」研究会編），10: 67-73． 

2013 あとがき．佐々木高明著『日本文化の源流を探る』海青堂，575-578． 

 

書評 
1964 The Acton Society Trust: Industry and the Countryside, The report of a preliminary inquiry for the ROYAL SOCIETY OF ARTS, 

Faber and Faber Ltd., 1963, 261p. 人文地理, 16(4): 447-447． 

1965 Chardonnet, J.: Géographie industrielle, T.II, L'industrie. Editions Sirey, Paris, 1965, 461p. 52F. 人文地理, 17(5): 562-562. 

1967 Babonaux, Yves.: Villes et regions de la Loire moyenne, Touraine, Blesois, Orleanais, fondements et perspectives géographiques. 

S.A.B.R.I., 1966, 743p．人文地理, 19(5): 568-570． 

1970 ウィリアム・バンジ著 : 西村嘉助訳 : 理論地理学．経済地理学年報, 16(2): 65-67． 

1971 （石原照敏・入江敏夫・平戸幹夫・竹内啓一共著）『行動の科学としての地理学』をめぐって（座談会記録）．経済地

理学年報, 17 (1): 73-96． 

 

科学研究費（研究代表者のみ） 
1982 1980･81年の東北・北海道地方の冷害における農民のパーセプションと行動の研究（一般研究(C)) 

1984 北海道, 東北地方の農民の冷害パーセプション研究（一般研究(C)) 

1986-1987 高度情報化社会における地域構造の変容（総合研究(A)） 

1987 オスマントルコ帝国末期以降の都市発展に関する地理学的研究（海外学術研究） 

1988 オスマントルコ帝国末期以降の都市発展に関する地理学的研究（海外学術研究） 

1989 旧オスマン帝国領における都市空間とその機能の変容に関する地理学的研究（国際学術研究） 

1990 西ドイツとトルコの都市問題に及ぼすトルコ人移民の社会地理学的研究（国際学術研究） 

1991-1992 西ヨーロッパ諸国とトルコの都市空間構造に及ぼすトルコ移住民に関する社会地理学的研究（国際学術研究） 

 

＃ 志村 喬氏が作成した業績目録から抜粋． 


